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矢口床の珠力
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行く鳥来る鳥鰯蝿簸： し、し、土曇旬千尹毛屡二

北海道の短いひと頁を過ごし尼多

くの蝿たちが、繁殖と子育てを終え

て暖かい地方を目ざして飛び去りま

した。

知床半島をエリアに空ききってい

たキタアマツパメ、低山の原野にな

くアカハラ・カッコウ・ノビタキ、

平野部のウソ・ヒバリ、町でも見ら

れるセキレイなどひと夏を彩ってく

れました。

渡り途中のヒシクイ、オオハクチ

ョウや多くのカモ類の大群もほとん

ど姿を消しましだ。

かわってオジロワシ・オオワシが

これからの厳冬期知床半島海岸部冠

見られます。冬期知床を訪れる方は

望還鏑持参をお奨めします。

ほかに留め鳥としてはオオセクロ

カモメ・カケス・トビ・ハシブトガ

ラスなどは見なれた鳥ですね。

年が明けるとキレンジヤクやツグ

ミが大挙して訪れます。ナナカマド

の赤い実に群がって賑やかです。

知床森林センターの事務所から四

季を通じていろいろ趣鳥だちの生態

を観察できます。

いまは時々オオワシやオジロワシ

の飛翔が見られ、野鳥の知識と燗報

を提供してくれています。

年間数百万人が髄れる知床半島、その秀れた景観と

心象としての北国のロマンが人々を魅きつけていま軋
こういうフィールドを持つ知床森林センターのイベ

ントは、しかしながら一般的な観光とはいささか趣き

異にしています。

日常体験できない森林に分け入り、森林が醜鱗して

いる空間のいろいろな変化を感覚的・知識的に吸収で

きる舞台です。

センターでは日頃からイベントの目的を叶える鰯所

を模索していましたが、３月中旬に予定している歩く

スキーによる自然観察の場所を新たに設定しましだ。

雪解けを恋う北国のイベント参加者に対して、早春

のこの場所はきっと気に入っていただけることと思っ

ております。
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北見営林支局

知床森林センター
⑤099-41北海通斜里8B斜里町本町１１番地
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ドングリ不作

今年の冷夏による闇産物の被害は

各地で多大な被害をもだらしている

ところごす。冷夏による影翻は知床

の森林にも影掴を及ぼしています。

知床森林センター君は北見営林支

局の技術開発自主課題に「知床国有

林におけるミズナラ堅果結実調査」

を掲げ、毎年継続して調査を行って

おりますが、その堅果（ドングリ）

の生産園がかなり低いのです。

平戚元年の豊作から翌年一気に生

産園はダウンし、平戚３年４年と漸

鯉しだ生産園も、今年は上昇は望め

ません。そして堅果そのものも例年

とくらべ小粒が多く、光沢や膨らみ

に欠けるようです。腿全完熟堅果の

比率は明らかに少ない状況ごす。ミ

=蕊謬グ
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鍵鰯
比率は明らかに少ない状況ごす。ミズナラ堅果の豊作凶作の原因は確固としだ理由が見出だせな

い現状？と推測していますが、豊凶の要因の－つに気象条件があると思われます。長期的な調査
と観察の必要なゆえんです。

種実の不作はドングリに止まりません。ヤマブドウやその他の鞭実類も不作で、野生動物にと

っては飢睦の年といえます。異常な気候は自然に依存する人間を含めだ多くの生き物に深刻な彫

麗をあだえる……今年はそんな－年でしだ。
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ﾉ、割悪１２月１日付の人事異動で、知床森林センター所長補佐の阿部征勝さんが、北見営林
罰毫重力支局経理課に転出しましだ。お知らせいだします。


